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Summary
Predation Among Aphidophagous Insect Larvae '
Investigations on the predation among aphidophagous insect larvae were
carried out in the laboratory in 1966. The materials used for experiments
were one species of Chrysopidae, five species of Syrphidae and five species
of Coccinellidae. The Chrysopa septempunctata larvae of both the same and
different instar attacked each other. In the Syrphidae, predation took place
between two of the same instar larvae of the same species as well as between
two of both the same and different instar larvae of different species. In the
Coccinellidae, cannibalism took place between two of the same instar larvae
of the same species. Besides, the relationships of predation among Chrys-
opidae, Syrphidae and Coccinellidae are discussed. Predation took place, with
a few exceptions, between Chrysopidae and Cocinellidae, the former exceeding
the latter in attacking power with the result that the full grown larvae of the
former overwhelmingly devoured those of the latter. Predation occrred be-
tween Chrysopidae and Syrphidae as well. Both the younger and full grown
larvae of the former exceeded the latter in attackingp ower. Generally speaking,
among the larvae of these three families observed in this experiment, Chrysopidae
could be said the strongest of them all in attacking power. Coccinellidae may




































































































































































































































































区別 種　　　　別 △π 区別
ム’ 纏盤離総 備　　　　考
○ ヨツボシクサカゲ
ウ 1 × テントウムシ
1． 2 5 5組は片方餓死
× 〃 1 ○ 〃 25 5 5 2組は片方餓死
○ 〃 5 × 〃 2、 5・、 5
O 〃 5 × ベニムツボシテンウ 5 1 1
○ 〃 5 × 〃 4 1 1



















































































































































令 纏盤麟総 備 考
片方餓死
1組は片方餓死
1組は片方蠕化
○…捕食者，×…被食者，一…無変化。
第7表　　クサカゲロウ・テントウムシ・ショクガバエ各科幼虫同志の組合せ
区別
○
○
O
O
O
O
種 別
ヨッボシクサカゲ
ロウ
　　〃
〃
〃
〃
〃
　　〃
ナミテントウ
ベニムツボシテン
トウ
令 区別
×
×
×
×
×
×
種 名
ベニムツボシテン
トウ
ナミテントウ
ベニムツボシテン
トウ
コクロヒメテント
ウ
ヒメカメノコテン
トウ
ナガヒメヒラタア
ブ
キアシマメヒラタ
アブ
ナガヒメヒラタア
ブ
　　グ
ム捕食生1実験総
－起組数1組数 備 考
採集10時間後
同上12時間後
同上1時間後
同上7時間後
同上5時間後
　〃
〃
〃
〃
○…捕食者，×…被食者，一…無夜化。
個体の出た組合せがあった。硝子管に収容して行った観察ではヨツボシクサカゲロウ5令幼虫
がキアシマメヒラタアブ5令幼虫を捕食するのを見た。
総括と　考察
　ヒラタアブ類では同種同令間，同種異令間に，あるいはまた，異種同令間，異種異令間にそ
れぞれ捕食が行われた。ヨツボシクサカゲロウにおいても同令間，異令間にそれぞれ捕食が行
われた。テントクムシ類においても，同種同令間に捕食が行われたが，ヨツボシクサヵゲロゥ
の捕食が最も積極的に行われた。つぎにクサカゲロウ科テントウムシ科ショクガバエ科幼虫間
における相剋を見ると，クサカゲロウ科とテントウムシ科では一般に前者が後者の同令幼虫を
積極的に攻撃捕食した。殊に老熟幼虫にあっては圧倒的にテントウムシ類の老熟幼虫を攻撃捕
食した。テントウムシとシ・クガバエ科の間では，概して前者は後者の同令または高令幼虫を
84 二　宮　　栄　一
攻撃し，ことに前者の老熟幼虫はヒラタアブの若令幼虫は，もとより老熟幼虫をも捕食した。
この両者の攻撃力を比較すると，前者の方が優勢であった。つぎにヨツボシクサカゲロウとヒ
ラタアブの類の間では前者の若令および老熟幼虫ともに後者の老熟幼虫を攻撃し，その攻撃し
その攻撃性は，はるかに前者において優るのを認めた。これら幼虫聞に識別される攻撃力は一
つには口器の構造機能によるものと考えられる。この実験中若令幼虫に餓死する個体が少なく
なく，老熟幼虫においてはそのまま蠕化してしまう個体も少なくなかった。餓死の原因が1令
幼虫の場合艀化後の無給餌そのものによるものか，無給餌に基因する攻撃力の弱化衰退による
ものか検討の要のあることは言うまでもない。老熟幼虫のうち摂食停止の蠕化期に直面してい
る幼虫は必然的に攻撃力を欠き蝿化に入るものと考えられる。またこの実験中，注目すべき幼
虫の行動はどの組合せの場合でも，互に他より遠ざかるような距離に位置し，硝子管の実験の
場合には，ことにこの現象は顕著であった。最後にクサカゲロウ，テントウムシ，ヒラタアブ
の攻撃力を比較するとテントウムシ＞ヒラタアブ，クサカゲロウ＞ヒラタアブ，クサカゲロウ
＞テントウムシのごとくクサカゲロウ，テントウムシ，ヒラタアブの順に攻撃捕食力は低下す
る傾向が認められる。
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